
現場記録写真（R6-Bor.2）

R6-Bor.2

検尺（近景）

R6-Bor.2

孔内水平載荷試験（LLT）

ゾンデ中心　ＧＬ-4.50ｍ

R6-Bor.2

孔内水平載荷試験（LLT）

ＧＬ-7.00ｍ～8.00ｍ



現場記録写真（R6-Bor.2）

R6-Bor.2

孔内水平載荷試験（LLT）

ＧＬ-7.00ｍ～8.00ｍ 挿入不可

R6-Bor.2

調査孔閉塞状況

R6-Bor.2

施工後



現場記録写真（R6-Bor.2別孔）

R6-Bor.2（別孔）

試掘状況

ＧＬ-1.00ｍ

R6-Bor.2（別孔）

現場透水試験（回復法）

ＧＬ-7.00ｍ～7.50ｍ

R6-Bor.2（別孔）

孔内水平載荷試験（LLT）

ゾンデ中心　ＧＬ-6.50ｍ

ゾンデ挿入不可



室内土質試験

粒度試験（ふるい）

粒度試験（沈降）

土粒子の密度試験



室内土質試験

含水比試験

液性限界試験

塑性限界試験
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1. 作業概要 

 

（1）作業目的 

本業務は、環境衛生センター緑泉園の更新に向けた工事発注のための発注支援を行う

ことを設計に必要な基礎資料を得るためにボーリング調査を基本とした地質調査を行う

ものである。 

 

（2）業務概要 

業 務 名： 令和 5･6･7 年度債務負担行為環境衛生センター 

緑泉園施設更新に係る基本計画等業務委託 

 

業務箇所： 京都府京田辺市草内地内 

 

履行期間： 令和 5年 3月 15 日 ～ 令和 6 年 1月 15 日 

 

発 注 者： 京田辺市経済環境部清掃衛生課 

       

 

受 注 者： 株式会社ウエスコ 京滋支店 

      住所：京都府福知山市篠尾新町４−６８ 

      TEL ：0773-23-2840 

        （技術担当） 

          水環境デザイン部環境設計課 

住所：岡山県岡山市北区下中野 701-104 スタックⅣビル 2 階 

           TEL ：086-230-6793 

関西支社地盤調査課 

住所：大阪府大阪市西区南堀江 1-18-4 OsakaMetro 南堀江ビル 7F 

           TEL ：06-4393-7043 

関西支社測量課 

住所：大阪府大阪市西区南堀江 1-18-4 OsakaMetro 南堀江ビル 7F 

TEL ：06-4393-7044 
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図 1-1 調査地案内図 
国土地理院 Web サイト「地理院地図」引用 

（3）調査位置図 

 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ：調査地  
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（4）作業数量 

表 1-1 数量表（地盤調査のみ） 

 
  

当初
設計

全体
予定数量

増減 備考

土質ボーリング（オールコア）
孔径66mm
粘性土・シルト

深度50m以下 ｍ 12.00 6.00 6.00 12.00 ±0.00

土質ボーリング（オールコア）
孔径66mm
砂・砂質土

深度50m以下 ｍ 0.00 0.00 0.00 0.00 ±0.00

土質ボーリング（オールコア）
孔径66mm
礫混じり土

深度50m以下 ｍ 16.00 8.00 8.00 16.00 ±0.00

土質ボーリング（ノンコア）
孔径86mm
粘性土・シルト

深度50m以下 ｍ 6.00 3.00 3.00 6.00 ±0.00

土質ボーリング（ノンコア）
孔径86mm
砂・砂質土

深度50m以下 ｍ 12.00 6.00 6.00 12.00 ±0.00

土質ボーリング（ノンコア）
孔径86mm
礫混じり土

深度50m以下 ｍ 4.00 2.00 2.00 4.00 ±0.00

標準貫入試験 粘性土・シルト 回 18 9 9 18 ±0

標準貫入試験 砂・砂質土 回 12 6 6 12 ±0

標準貫入試験 礫混じり土砂 回 20 10 10 20 ±0

現場透水試験 ケーシング法 GL-10m以内 回 4 2 2 4 ±0 GL-11mまでの各地層で実施

孔内水平載荷試験 水平載荷試験 回 4 2 2 4 ±0

土粒子の密度試験 試料 8 19 19 38 +30

土の含水比試験 試験 8 19 19 38 +30

土の粒度試験 フルイ+沈降 試験 8 19 19 38 +30

土の液性限界試験 試験 2 9 9 18 +16

土の塑性限界試験 試験 2 9 9 18 +16

既存資料の収集・現地調査 業務 1 1 ±0

資料整理とりまとめ 土質ボーリング2本 業務 1 1 ±0

断面図の作成 土質ボーリング2本 業務 1 1 ±0

総合解析とりまとめ 試験種目４～５種 土質Bor2本 業務 1 1 ±0

準備及び跡片付け 業務 1 1 ±0

調査孔閉塞 箇所 2 1 1 2 ±0

給水費（ポンプ運転） 20m以上 箇所 2 1 1 2 ±0

足場仮設 平坦地足場 高さ0.3m以下 箇所 2 1 1 2 ±0

資機材運搬 回 2 2 ±0

GL-20ｍまで
1ｍ毎に実施

項目 種別・条件 単位

数量内訳

(A) R6-Bor.1 R6-Bor.2 (B) (B)-(A)

機械ボーリング（鉛直下方）

解析等調査業務

サウンディング及び原位置試験

室内土質試験

1

準備費

1

運搬費

ｸﾚｰﾝ付ﾄﾗｯｸ2t積、2.9t吊、1h 2

仮設費

1

1

1
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2. 実施方針 

し尿処理施設更新の設計に必要な基礎資料を得ることを目的に地質調査を行う。 

 

○調査項目 

①調査ボーリング 

②標準貫入試験 

③室内土質試験(粒度、液性・塑性等の物理試験)  

④孔内水平載荷試験 

⑤現場透水試験 

 

表 2-1 調査項目一覧 

項  目 得られる値等 利用の目的 備 考 

①ボーリング調査 ボーリングコア 地層の状態の確認 

地層構成の把握 

建設予定地の四隅の対角

線上で 2 箇所 

孔内水位 地下水位の把握 

②標準貫入試験 N 値 地盤の強度特性の把握 

液状化試験試料の採取 

液状化計算（簡便法） 

ボーリング地点にて 

③室内土質試験 

(物理試験) 

粒度分布 

液性限界 

塑性限界 

地層の物性値の把握 

液状化判定(FL 法) 

地下水位以深～GL-20m ま

での地層で実施 

道路橋の液状化検討に対

応できるようにするため 

④孔内水平載荷試験 変形係数 E 原位置における地盤の変形

特性の把握 

ボーリング地点(別孔)に

て実施 

⑤現場透水試験 透水係数 
透水性の把握  
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2.1. 調査ボーリング 

（1）調査位置 

ボーリングは、し尿処理施設更新の設計に必要な基礎資料を得ることを目的とし、図 2-1 に示す箇

所で掘削する。 

建築ボーリングの場合、ボーリング地点の配置図は図 2-2 に示すように建物の形状により調査位

置を設定する。R6-Bor.1 については、埋め殺しの既設構造物を避けた位置で実施する。R6-Bor.2 に

ついては、隅に該当する位置に既設構造物(キュービクル)があるため、近傍の平坦地に設定した。ま

た、掘削前に手掘りで試掘を行い、地下埋設物の有無を確認する。 

 

  
図 2-1 ボーリング調査位置図（任意スケール） 

 

 

 
図 2-2 建物の形状とボーリング調査位置 

((社)日本建築学会 建築基礎設計のための地盤調査計画指針 2020.9 p24) 
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（2）調査深度 

ボーリング調査深度については、支持層を確認するまでを基本とし、建築基礎構造物設計指針の

記載に従う。 

①支持層の目安：図 2-3 より、N30 値以上の粘性土、または N 値 50 以上の砂質土・礫質土層と

する。 

②支持層確認後の掘削長の目安：図 2-4 の既往ボーリングから調査地周辺の支持層の出現深度

が GL-15m 以深になると想定される。表 2-2～3 より、支持層の

確認深度は 5mとする。 

以上から、掘り止め条件は「N値 30 以上の粘性土を 5m確認」or 「N 値 50 以上の砂質土・礫質

土を 5m 確認」とする。 

 

 

図 2-3 支持層の目安 

（(社)日本建築学会 建築基礎設計のための地盤調査計画指針 2020.9 月 p.25） 

 

表 2-2 設計のためのボーリング調査深さの目安 

 

((社)日本建築学会 建築基礎設計のための地盤調査計画指針 2020.9 月 p.24) 

 

表 2-3 支持層確認後の掘進長の目安（NEXCO 土質地質調査要領） 

支持層が確認 

された深度 

確認後の掘進長（m） 

備考 
土砂 

岩盤 

軟岩 硬岩 

地表から 5m 未満 10 10 5 玉石や転石に当たっていないか 

どうか十分な注意が必要。 地表から 5m 以深 5 5 3 

注） 大型構造物の場合には、基礎の短辺長程度の深度まで掘進する。 

（「NEXCO中央研究所；調査要領 p.133 2017.7 月」） 

  

想定する基礎形式

解析条件

工学的基盤面を5～10m以上確認できる深さまで。ただし、以深に軟質な層が現れることが
想定される場合は、その下の工学的基盤同等の層が確認できる深さまで。

　①　一般の場合

　②　地震応答解析を行う場合

直接基礎 杭基礎

　支持層として想定される地層が確認できる
深さまで。ただし、以深に沈下の原因となる
地層が現れることが想定される場合は、当該
層の有無を確認できる深さまで。
　事前に地層構成の想定ができない場合は、
べた基礎スラブ短辺長さの2倍以上または建
物幅の1.5～2倍程度が目安となる。

　沖積層全層かつ支持層として想定される地
層が5～10m以上確認できる深さまで。
　支持杭の場合は、杭先端深さより杭先端径
の数倍の深さまで(一般に2～3倍とすること
が多いが、採用予定の杭工法の先端支持力の
評価方法や形状に留意して設定する必要があ
る)。ただし以深に軟質な層が粟られること
が想定される場合は、当該層の有無が確認で
きる深さまで。
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図 2-4 既設処理棟建設時(S53)の既往柱状図（ボーリング地点、孔内水位不明） 
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2.2. 標準貫入試験 

土質ボーリング、岩盤ボーリングを問わず、各ボーリング孔にて地表面下 1m より 1m 毎に実施す

る。ただし、貫入不能な玉石や岩盤が存在した場合は、試験深度をずらすか、または、作業を中止す

る。 

 

 

2.3. 孔内水平載荷試験 

建築設基礎設計の検討に必要な原位置試験である。既存の処理棟が杭基礎設計されている(前頁図

2-4)ことから、新たに更新する施設も杭基礎と想定した。試験深度は、杭体の発生曲げモーメントに

大きく影響する地層に対して実施する。 

調査ボーリング孔とは別孔で実施する。 

 

 

2.4. 現場透水試験 

調査地周辺の地中に埋め殺しとなった、旧貯水槽の基礎埋設深度に分布する地層の透水係数を把

握するために実施する。これらの埋設基礎は施設更新時の工事で撤去されるが、調査地の近傍に木津

川が流れていることから、埋設深度周辺の地下水位が高い懸念がある。透水試験は、埋設深度(GL-

11m)までの各地層で実施する。 

 

 
図 2-5 旧既設構造物の基礎配置図 

  

図 2-6 旧既設構造物の竣工断面図 

 

埋設深度：11m＝ヤットコ(1m)+杭(10m 

杭 

第２沈殿槽 

第２沈殿槽 

減菌施設 

減菌施設 
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2.5. 室内土質試験 

 建設予定地周辺に分布する地層の物性値の把握および、液状化判定のために実施する。 

 

2.5.1 液状化判定のための適用基準 

「日本下水道協会：下水道施設の耐震対策指針(2014)」では、対象施設の構造物区分により、以下

のように液状化判定で用いる基準が定められている。 

 

・土木構造物の液状化判定：「道路橋示方書・同解説Ⅴ耐震設計編」(以降、道路橋と表記) 

・建築構造物の液状化判定：「建築基礎構造物設計指針」(以降、建築基準と表記) 

 

 
図 2-5 各構造物において液状化検討に用いる基準 

（ 日本下水道協会；下水道施設の耐震対策指針と解説（2014年）p47） 

  


















